
ランチョンセミナー 2008 年度 国際交流月間（5 月） 

時間：12:10~12:40 場所：総合教育講義棟 2 階 A1 

「国際化時代における多様な世界観」 

             
日程 担当者 タイトル 

7 日（水） マニラキザ エリック（工 2、ルワンダ） ルワンダ社会と人々 

8 日（木） 
ジェスニーチコヴァー アデラ（KUSEP 生、チェコ）、スペ

ンス ヴィクトリア（KUSEP 生、フランス） 
大学生のファッション――日本とヨーロッパの比較 

9 日（金） 
スケイン レベッカ（日研生、オーストラリア）、リング

キャサリン（KUSEP 生、オーストラリア） 
オーストラリアの人々の幸福感 

12 日（月） 
斉木 麻利子（留学生センター准教授）、田端尚史（留学生

第一係係長） 
ミニ派遣留学説明会 

13 日（火） 二谷紗耶香（教 4） 留学を通して得た新しい世界観 

14 日（水） 楠根重和（人間社会学域教授） 外界に対する偏見なき見方 

15 日（木） 
斉飛（日研生、中国）、朴知淵（日研生、韓国）、ノフィア

（M1、インドネシア） 
留学を通した様々な出会い 

16 日（金） 
日研生：イェンジェイ（ポーランド）、雇（中国）、廬（中

国）、日本人学生：岸祐介（経 3）、長橋拓也（経 2）他 

豊かさとは何か？ 

（留学生との合同言語・文化調査実習科目調査報告） 

19 日（月） 
チョンドーイボン（薬 1、ケニア）、ヒゲイン イスマイル

（薬 1、ウガンダ） 
アフリカの活気 

20 日（火） 
渡辺大樹（バングラデシュ民間活動団体'エクマットラ'顧

問、文学部卒業生） 

ストリートチルドレン支援活動を通してみえてきたバン

グラデシュの可能性～エクマットラ活動報告～ 

21 日（水） UNESCO スタディツアー参加者 UNESCO スタディツアー報告 

22 日（木） 日本人学生と留学生 討論会「若者の歩む道」 

23 日（金） ロベレド ジョバン（D2、メキシコ） メキシコ社会の笑いと涙 

26 日（月） 松井久美（JICA ニカラグア村落開発普及員） 
青年海外協力隊が見たニカラグア 

～人々の生活改善のために～ 

27 日（火） 
パルタネン ヨーナス、クラウデリン ヘンリック（KUSEP 生、

フィンランド） 

Studying Styles in Finnish Universities 

フィンランドの大学における学び――その目的と方法 

28 日（水） 石田寛人（金沢学院大学長、元駐チェコ共和国全権大使） 世界・国・人を取り巻く様々な境界 

29 日（木） 中村信一（金沢大学長） 感動 

総合日本語コース F クラス留学生 『サラダ記念日』を基にしたドラマ発表 30 日（金） 

              
留学生センター、大学教育開発・支援センター共催 


